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A．研究目的 

 JMDC レセプトデータベースを用いて、COVID-19 パン

デミックに伴う糖尿病患者の受診状況を分析すること

を本研究目的とする。 

 

B．研究方法 

 2018年7月から2020年5月までのJMDCレセプトデー

タベースに登録された月次のレセプト情報を使用して、

4595人（1型糖尿病）および123,686人（2型糖尿病）

の糖尿病患者を対象として分析を行った。 

COVID-19 パンデミックが糖尿病についての受診に

及ぼした影響を推定するために、差の差 (difference-

in-difference; DID) アプローチを用いて、2019 年の同

じ月と比較して、2020 年 4 月と 5 月の患者 100 人あ

たりの月次の糖尿病治療を伴う総受診または遠隔診

療実施数の変化を推定した。なお、同一個人を追跡

し、受診カウントを毎月繰り返し測定したデータを用い

ることから、個人内相関を考慮するために、cluster 

robust 分散を用いて、標準誤差の推定を行った。 

（倫理面への配慮） 

JMDC データベースを用いた本研究は、公立大学

法人 横浜市立大学人を対象とする生命科学・医学

系研究倫理委員会において、研究実施に関して承認

を受けている。 

C．研究結果 

 1 型糖尿病患者の場合、糖尿病治療を伴う受診数

研究要旨 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミックとそれに伴う緊急事態措置やまん延防止等重点措置

は、糖尿病診療に大きな影響をもたらしている。その要因は、医療提供者側と患者側の要因に大別され、医療

提供者側の要因としては病床を確保するために、緊急性を要さない入院や治療を延期したり、患者側の要因と

して、感染を予防するために受診、入院、治療を控えたり、延期したりすることなどが考えられる。したがって、

COVID-19 パンデミック下における診療実態を把握し、糖尿病診療が適切に提供されているか否かについて評

価することは、我が国の糖尿病対策を考える上で、重要である。本研究では、約 1000 万人の健康保険組合

加入者を対象とする JMDC レセプトデータベースを用いて、COVID-19 パンデミックに伴う糖尿病患者の受診

状況の分析を行った。 
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は 2020 年 5 月に統計学的に有意な減少を認め、遠

隔診療実施数は 2020 年 4 月と 5 月にわずかである

が有意な増加を認めた。2 型糖尿病患者の場合、糖

尿病治療を伴う総受診数は 2020 年 4 月と 5 月に統

計学的に有意な減少を認め、遠隔診療実施数は

2020 年 4 月と 5 月にわずかであるが有意な増加を認

めた。 

層別分析では、女性や高齢であると、受診抑制傾

向が顕著であった。 

 

D．考察 

 COVID-19 のパンデミックは、2020 年 4 月から 5 月

にかけて、糖尿病患者における受診抑制と遠隔医療

の利用がわずかな増加と関連していた。受診抑制数

は、遠隔医療の利用数を上回っており、現状の保険

診療体制では、糖尿病診療に関しては今回の疫病

流行・緊急事態宣言などの行動抑制が課される状況

下では、遠隔医療が十分には活用されていないことが

推測された。 

 本研究は、約 1000 万人の日本国内の健康保険の

被保険者を母集団から、約 4500 人の 1 型糖尿病患

者、約 12 万人の 2 型糖尿病患者を対象とした大規

模研究である。本研究にはいくつかの限界があることに

も留意すべきである。第１に、住所情報を有さないため、

COVID-19 の流行状況の地域差を考慮した分析がで

きていない。第２に、後期高齢者や国民健康保険や

協会けんぽ加入者など社会経済状況の異なる集団

における状況は把握できていない。第 3 に、差の差分

析では、対照を 2019 年としたが、平行トレンド仮定が

満たされていない可能性がある。仮定が満たされてい

ない場合は、差の差分析により示された結果は

COVID-19 パンデミックによる影響ではないかもしれな

い。第 4 に、2020 年 5 月以降のデータを分析していな

いため、その時期の COVID-19 による影響を評価でき

ていない。現在、データ期間を 2021 年 3 月まで延長

し、糖尿病の診療実態の変化に関する分析を行って

おり、別途報告する予定である。 

  

E．結論 

 COVID-19 のパンデミックは、2020 年 4 月から 5 月

にかけて、糖尿病患者における受診抑制と遠隔医療

の利用のわずかな増加と関連していた。 
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